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☐

☑

☐

☑

☑
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年3回

年4回 計12回（年4回）

項目 砂防ボランティアへの参加

計12回（年4回）

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目 棚田の再生活動の実施

現状（2024年） 更新時（3年後）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

社内技術研修会の実施
2021年　2回実施
→2022～2024年　毎年4回実施

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

2022年、2023年実施

＜達成＞前期の指標どおり、2022年～2024年に実施
した。

項目 社内研修会の実施

三側面
（分野に☑）

現状（2024年） 更新時（3年後）

地域防災へのボランティアとしての参画 現状（2024年） 更新時（3年後）

2022～2024年　実施

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

年2回

前期の指標に対する実績

計6回（年2回）
・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分
野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数値
および更新時（3年後）の数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確認く
ださい。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

耕作、収穫、消費活動の実施
2021年　未実施
→2022～2024年　実施

前期の指標に対する実績

自社の畑での耕作、収穫、消費活動を通した地産地消意識
の向上

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

＜未達成＞2022～2023年はサツマイモを耕作し、社員家族
も含めて収穫を行ったが、2024年以降は、棚田の再生の作業
量増加（イノシシ対策や電柵沿いの除草など）により休止となっ
た。

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a ＜達成＞地質巡検（野外研修会）や専門家を招いて研修会
等を年4回実施した。

2022～2024年
毎年4回実施

a

社会

経済

環境

社会

経済

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な
取組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

御船町里山の地域（御船町田代地区）の方々と協働して棚田の再生活動を行う。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

里山の耕作放棄地における棚田の再生
棚田再生活動の実施
2021年　未実施
→2022～2024年　実施

防災、減災に関する技術力の向上

経済

環境

事業者名 株式会社アバンス

会社の基本方針である「ハイレベルな技術の提供」「自然と人との共生」「安全な国づくり」「地域づくりの
支援」とSDGsの視点を関連付け、私たちの業務・活動の重要性を再認識し、さらなる技術力の向上、社
会貢献を目指す。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

里山の耕作放棄地における棚田の再生

防災、減災に関する技術力の向上


